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科学技術振興機構報 第１７６５号 

令 和 ７ 年 ４ 月 ３ ０ 日 

 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 

 

「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」 

 令和７年度採択機関の決定について 
 

ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」におけ

る令和７年度採択機関を決定しました（別紙１）。 

第６期科学技術・イノベーション基本計画では、研究のダイバーシティーの確保やジェ

ンダード・イノベーション創出に向け、中高生、保護者、教員などに対し理工系の魅力を

伝える活動において、女性研究者のキャリアパスやロールモデルの提示を推進し、女性の

理工系への進学を促進するため、さらなる拡充を図ることとしています。また、第５次男

女共同参画基本計画は、女子中高生、保護者、教員などの科学技術系の進路への興味・関

心や理解を全国的に向上させるための取り組みを推進し、次代を担う女性の科学技術人

材を育成することを施策の基本方針としています。 

女子中高生の理系進路選択支援プログラムは、これらを踏まえ、女子中高生の理工系分

野に対する興味や関心を高め、理系進路へ進むことを志すためのさまざまな取り組みを

支援します（１件当たりの支援額：上限６００万円／年、支援期間：最大３年間）。 

本年度の公募は、令和７年１月１５日（水）から２月２０日（木）の期間に行い、３１

件の応募がありました。その後、外部有識者で構成される委員会（別紙２）にて審査し、

その結果をもとに４件の機関を決定しました。これにより、令和７年度の実施機関は１１

拠点となります。 

なお、事業の詳細については下記のホームページを参照してください。 

ホームページＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/cpse/jyoshi/ 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：女子中高生の理系進路選択支援プログラム 令和７年度採択機関一覧 

別紙２：女子中高生の理系進路選択支援プログラム推進委員会 委員一覧 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 理数学習推進部 能力伸長グループ 

〒332-0012 埼玉県川口市本町４丁目１－８ 川口センタービル 

菅野 智さと（カンノ チサト） 

Tel：048-226-5671 Fax：048-226-5684 

E-mail：jyoshi[at]jst.go.jp 

  



2 

 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 
例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあ

またの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難

に「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研

究戦略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学

ファンドの運用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学

技術を支えながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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女子中高生の理系進路選択支援プログラム 

令和７年度採択機関一覧 

 

実施機関名 

「企画名」 
概要 

室蘭工業大学 

 

「北海道のものづくり

地域から楽しく広げる

理工系選択」 

室蘭工業大学はロボットサッカーコンテストや、地域公開型施設の

ロボットアリーナ、サイエンススクールの実施など、少年少女を対

象とした取り組みを多く手掛けてきた。また、胆振地方は室蘭市や

苫小牧市を擁する北海道のものづくり地域でもある。これまでの大

学の取り組みの経験と地域の特性を生かし、女子中高生に理工系選

択で広がる未来を語り、その後の学びへの支援につなげられるよう

な企画を目指す。女子中高生、大学生、教員、企業をつなげる仕組

みとして、大学祭のような楽しいフェスの開催や、ＳＮＳなどのサ

イバー空間を活用した支援を想定する。自治体や中学校と連携した

職業講話、学校訪問事業、ＰＴＡ連合会や中学教員研修会への働き

かけなどを展開し、全道へ広げる。 

群馬工業高等専門学校 

 

「Ｇ－ＳＴＥＭ 

～ぐんま女子中高生理

系進路選択への追い風

プロジェクト～」 

本企画は、これまで群馬高専が取り組んできたＳＴＥＭ教育のノウ

ハウを生かし、女子中高生が理系科目を学ぶことの楽しさを実感で

きるよう、群馬（Ｇｕｎｍａ）高専が実施機関となり、ぐんま   

（Ｇｕｎｍａ）女子（Ｇｉｒｌｓ）中高生の理系進路選択を後押し

するような追い風を連携機関と共に巻き起こす企画である。具体的

には、女子中高生の次のステップとしての理系の進路選択につなが

る学びを、体験型企画、企業見学会、講演会・座談会で展開する。

学んだことについて、群馬高専や海外（タイ高専）の女子学生との

報告会を開催し、その成果を生きた声として発信する。これらの交

流を通して、理系進路選択や国際的な視野を認識してもらい、女子

中高生が将来の自分と向き合う契機とする。また、保護者の女子理

系進路選択の不安解消および理解を深めるため、保護者による保護

者のための取り組みを行う。 

お茶の水女子大学 

 

「理工系フロントラン

ナー育成加速イニシア

ティブ」 

進路選択を意識していない「女子中学生」を主な対象に理工系女性

シーズを発掘する。次のステップで、理工系進学へのモチベーショ

ンを育成し、理工系フロントランナーとしての未来を描く意識を醸

成させ、理工系進学までつなげていく。幅広い理工系分野を対象と

して、株式会社ＪＥＲＡ、日鉄ソリューションズ株式会社、ＢＡＳ

Ｆジャパン株式会社との連携により、特に情報・工学分野の取り組

みの強化を図る。理工系フロントランナーに必要なソーシャルアン

トレプレナーシップを、女性社長．ｎｅｔを企画運営する株式会社

コラボラボとの連携によって涵（かん）養する。保護者の理解を促

進し、生徒と保護者に潜む無意識のバイアスを解消する工夫を取り

組みの中に盛り込み、女子生徒の理工系進学を加速させる。 

別紙１ 
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広島大学 

 

「理系を目指す女子と

次世代ファシリテータ

育成のための広島大学

フェニックスものづく

りプログラム」 

日本において理系教科教員や女性指導者が少ないことが、女性の理

系分野へのキャリア選択に対してネガティブな影響を与えている。

そこで本企画では、大学院および学部の女子学生を中心に「学生メ

ンター」を構成し、女子中高生に寄り添いながら理系分野の楽しさ

を伝える仕組みを中心に据え、セミナーや研究活動を実践する。理

系教科の教員を目指す女子学部生・大学院生の姿をアイコンとし

て、参加者の一部が理系科目の教員への道を目指すようになれば、

理系女子を育成する理系女性指導者の供給に好循環を形成できる。

セミナーや研究活動には、間口が広く、個々人の興味や資質・能力

に柔軟に対応可能な「グループ活動」をベースに、経験に裏打ちさ

れた「知的な（データサイエンスを活用した）試行錯誤を伴うもの

づくり」を中心に、一連の企画を構成する。 
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女子中高生の理系進路選択支援プログラム推進委員会 委員一覧 

 

（委員は５０音順） 

（所属、役職は令和７年３月３０日時点） 

 

 氏  名 所属・役職 

委員長 加藤
カ ト ウ

 昌子
マ サ コ

 関西学院大学 生命環境学部 環境応用化学科 教授 

委員 荒木
ア ラ キ

 美
ミ

菜子
ナ コ

 埼玉県立戸田翔陽高等学校 教諭 

委員 安藤
アンドウ

 妙子
タ エ コ

 立命館大学 理工学部 教授 

委員 河野
コ ウ ノ

 孝太郎
コウタロウ

 
東京大学 大学院理学系研究科附属 

天文学教育研究センター 教授 

委員 関根
セ キ ネ

 千津
チ ヅ

 合同会社ＲｉｓｅＷａｖｅ啓 代表 

委員 行木
ナ メ キ

 陽子
ヨ ウ コ

 中央大学 商学部 特任教授 

委員 森川
モリカワ

 晋
シン

平
ペイ

 愛知教育大学 附属名古屋中学校 教頭 

委員 矢吹
ヤ ブ キ

 正徳
マサノリ

 理想教育財団 理事 

別紙２ 


